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’、
第
8
日
前
1
2
3
6第1
2
日
、尋
浴後1時間2　 3
×　　　　6
て第8日に於ける増加が著しく，其後は次第
に浴後の音感が輕度となった・図面3例に於
ける童謡をみるに第18日目に於ては，かえっ
て浴後の沃度酸値が減少することを認めた・
同一温度の研究所水道水温浴を行った第4例
にては，毎回浴後に沃度酸値減少の傾向を示
したが，第8，12日と日数を輕れば，その滅少
の程度は減って怠る傾向が認められた即ち
連日の温泉浴に際しては，1血清沃度酸値に現
第
1
6
日
第
1
9
日
前
1
2
3
6前
1
2
3
6前
1
2
3
6
O．　126
0．165
0．　18tt）
o．20q．
Q．248
e．1．gor
O．　1，rv）s
O．26：l
O．282
0．238
0．ユ55
0．161
0．224
0．24tt
O．　24　：S
O．120
0．　182
0．122
0．　Y）7
0．　lr）　4
O．185
0．　185
0．279
0．247
0．217
O．146
0．140
0．　158
0．　lq．　3
0．　lq．　2
　1前
脚i
　　　1
231・　2
副　3
1　e，
　　畠
。｝．1，r）6
0．191
0．　169
0．ユ85
0．195　［
O．　149
0．146
0．226
0．2　10
0．132
O．165
0．181
C｝．　9．47・
O．　186
0．18ユ
O．　177
0．194
0．251
0．234
0．204
O．　1：14
0．164
0．　194
0，」83
0．！43
O．175
0．183
0．263
0．216
0．　199
O．161
0．］67
0．と04
0．2／3
0．Iq．　s
O．　156
0．200
0．189
O．1，r）e）
0．ユ94
0．　17　9．
第5表’ R田匠共同湯2～3週間連績浴
　　　1日1回5分間浴（家兎）
400～43。C山田浴II－III．1947　淡水浴
＼1家兎番號
　　　”一一一．　1　No．3
入　浴＼一．1
iNo．　4
3go～400C　　I⊥1田9浴　　IX－X暫　1947
淀欝 1）g’o．　］2．5　kg 値均」、↓町2
9
　
k
α
O
N
2
．
．
6
6
9
6
2
1
背
9
9
」
4
9
2
’
2
」
0
0
0
　
0
0
…
ら
り
問
4
倒　
－
時
時
時
　
時
聞
間
聞
蔽
2
3
6
第
1
日
第
2
日
前
間
開
　
時
　
麹
時
　
至
浴
浴
3
前
1
2
3
6
第
4
日
O．106
0．　！53
0．161
O．　148
0．」14
0．lee
0．179　　　　　0．173
　　　　0．1520．108
・．、96i・．2。9
　　　　0．157 　　0．187
0．161　　i　　O．180
　　　1『
第
8
日
O．142　1　O．137　［　O．139
0．141　1　O．i2）4　1　O．133
0．　22　・2　1　o．　146　li　o．　ls4
　　　　0．　1600．Ior3 　　 　　　0．156
　　　i　一一　）
0・・63ヒ0・1961　　　　　　　　　0．1ア8
第
1
2
日
第
1
8
日
前
ユ
3
O．！52
0．219
0．24ユ
前
1
3
前
ユ
3
O．151
0．201
0．20z）
O．173
0，　144
0．　165
O．200
0．163
0．ユア1．
0．ユ53
0．ユ26
0．153
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はれる浴の影響が漸次攣化すること，殊に放　　　アドレナリン，ピロカルピン並にアト・ピ
射能泉浴後の沃度耳門上昇が入湯開始初期に　　ン注射の』血清沃度酸値に及ぼす影饗・
一たん増強された後漸次輕減し，場合によつ　　　（1）アドレナリン注射
ては，浴後の上昇を認め得なくなることが認　　　　loeo倍蛭酸アドレナリン0・5　ccを被験i家
められた・（第2圖）　　　　　　　　　　　兎の背部皮下に注射した前後に於ける沃度酸
　　　　　　　　　　　第2圖　山田癌共同湯3週間偉績入浴
　　　　　　　・即回・分浴塚兎鯖簸騨・鯛釜1㍗雛囎灘
　　　　入湯第1日　　　第4日　　第8日　　第12日　　第16日　　　第19日　　第23目
欝
屈　　　　　＼
一IO
－2bal，
前123　　6
第6表　　i盛酸アドレナリン注射
家兎重体1
　　　　　注射前番號
　　　k9
112．7　10．117
2　2・30・159　i
　32．50．136　　　　　　　　f
　412．0　（［．1681
　　く　　　　　　　　　　　　
5「2・…　1・3
李ig値。・136　i
轡減寧　％
後1時問
　O，　165　i
　O．206
　0．146
　0．206
2 り
0
　　　O．213
　　　0．　2　・28
0．　132　！　O．　177
　　i　O．293
　　　0．230r
6
O．203　1　O．172
0．IS8　i　0．213
0．208　1　O．136
0．282i　O．179
0．292　i　O．080
曲｝・・228巨23到・・156
11＋’ts．i’％Ml’IIIItli’JIIE7．6％T 撃戟|E・iro％．［＋一int．3／o」’
第7表　耐酸ピロカルピン注射
舞劉注射塑時間・．
　e，　1　2．gor
l・1：駕
gIsi；
］O　）2．0
耶　均　値
櫓滅率　％
　0．工90
，1蝿
　O．223
　0．　120
　　　　　　　　　　　　　E
g：．！，SEELg：6i　l　o・．！w710L：：p：：：：L20．！一〇iiL？・fLLg：一410・：／．g
02幼0・30エ
：繍1：1望
　O．2L）3 1 O．25S
　o．log　1　o．lsor
3
0．218
0．102
0．　196
0．230
0．9．24
6
0．201
0．093
0．125
0．224
0．　24C）
1　＋g．g％　1＋36．6％1－1－20．4％j　＋g．3％
値の攣化は第6表g）如くで，5例の
平均値は注射前0・136，注射後1時間
0．171（十25．7％），　2時間　0．228（十
67・6％），3時聞0・234（十72・0％）と
最：大増加を示し，6時間0・156（＋
14・3％）と面塘加を示している・
　（2）　ピロカルピン注射
　100倍櫨酸ピロカルピン0・5ecを
同様に注射した成績は第7表の如
く，5例の雫均値は注射前侃61，注
；身寸後ユ時闇0．177（十9，g％），　　2時Pu5
0・220（十　3s6，6％）で最：高値を示し，3
時聞0・194（十20・4％），6時間0・176
（＋9・3％）と街増加を示している・
　（3）アトロピン注射
　1000倍硫酸アトロピン1．Oecを同
様に注射した成績は第8表の如く，
5例の二三値は注射前α214，注射後
1β考…間0．189（＿1正．6％），2時間0．176
（一17鞠・時聞・．2G・（一・．・％），
6 外　　園　　正　　純
第8表　　硫酸アトロピン注射
　
前
　
射
　
注
．
・
重　
　
㎏
体
88
C
8
8
周
ユ
（
　
0
粥
4
4
0
4
a
2
2
0
　
0
　0
3
』
渇
⑩
潟
り
閏
　
（
り
一
　
9
』
　
2
　
1
兎
口
家
番
11
M
1
3
1
4
1
5
後1時聞1・
　　一一．L
3　　1　6
2．9　1　O．288　［　O．L）50
　　0．18S　i　o．142
　0．148　1　O．139
．D．O　11　O．？44　［　O．23．9．
1．8）　O．204j　O　183
O．　LP44
0．177
0．134
0．2£1
0．107
O．29！
O．163
0．148
0．204
0．195
6
4
0
1
｛
り
一
／
9
0
5
3
2
1
2
2
0
0
0
0
0
卒　均　値
櫨奉例
51．’5i412・4　pm．isc　o．i7e，　i　o．ETcofl　o’J5，le）7
　　　　　　　　レ・／・・％い7・・％一6・5・・］＋・3％
6時間O・217（十1・3％）とほぼ注射前の値に復
している・
　アドレナリン注射とビロカルピン注射時と
の攣化に就て，注射前の値と注射後1並に2時
問値とを用いて牛均輕過の差の槍定法を用い
冠す・に・・一・…＜・・74r鴫1＝1一…5｝
で，その差は有意とは認め難いが・アトロピ
ン注射例とに就て同様に槍定を行うにFo＝
2…6＞・・55・　F　（：1．：1と一・…｝・・て，その差
は有意であっだ・叉更にピロカルピン注射と
アトRピン注射の場合に同様に爾者を較べる
t…i・・9・57＞・・・・・…｛臣1一・…！にて・
その差はやはり有意であった・
　　　　　　　　　　第9表
　　　　2）人体實験
　山日嘔共同湯5分聞浴
　40D’》44。Cの山田匠共同湯5分聰
1回浴の健康者7例に於ける實験規
績は第9表の如くで手均値に就てみ
るに，翁漬値は0・181，浴後1時間
0．174，2時bliJ　O．170，31時…間育亘を＝711ij定
せる6例の李均値は0・163，叉6時履
値4例では0・164で浴前の値に復し
40。～14。G山田樋：共同湯
てv・る・今各時聞に於ける値に就て肇掴｛ある
田均値の差の想定を行うに何れも有意とは認
められなかった・
　研究所泉5分聞浴
　44。～46。Gは比較的高温の研究所泉入浴10
例の實引締績は第10表の如くである・杢均
値に就てみるに，午前0・136，浴後1時間0・159
（十16．6％），　L）時間O．194（→＿42．4％），　31i寺「慕j
O・196（十44，0％）と増加を示し，6時間値を測
定せる5例の手均値は0・154となり術12・3％
の塘加を示している．
　40。N43。Cの比較的微盗の研究所泉入浴玲
例の成績は第11表の如く，牛均殖浴前0・149r
　　　　　5分聞浴
一丁’
．i姓
　　E
燕
石
大
森
川
山
月
1
2
3
4
5
6
7
○
○
○
0
0
0
0
性 年齢
6124
O
T
6
0
↑
小
O
O
T
小
○
4
6
0
P
O
8
5
2
3
2
2
1
2
健　　康
”　
”　
　
”
　
　
　
”　
　
9
9
　
　
　
”
浴
度
入
温
．
C
㌍
！
3
4
　
　
4
　
　
4
14
4
り
0
り
ρ
窪
4
4均 値
　　　　　　　　　　　　　　　　
1入浴前硲後10寺朔
　　　　1
O　．　．1　：），　or
O，280
0．196
e．122
0．／58
0．20L）
り
0
ワ
一
〔
ド
ィ
9
一
”
」
．
－
↓
0
＾
O．／81
浴前に封ずる塘減率％
O．IL．O
O．2L），1
0．215
0．Ior，1
0』5壬
O．151
0．202一）
O．174
一3．8％
9
臼
り
θ 6
…9酬
。．E，L15　［
o・15
。．144　’P
0．164　1
：・．k’Zl
　　　I
O．127
0．elo
O．180”
e．lj　，g
O．177
0．162　　　／
O．2．01
0．1・t7
0　．　J．　1；　t．’p
O．］7｛；
e．170
一一
U．0．e／e
（o．i6：）．）　1　（o．ic；・n．）
（一8．4．％） （o）
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第io表　　　44。～46。C初：究所泉　　5分間浴
姓　i性
　　L．．．，
○
○
O
O
O
O
O
O
O
O
丸
薇
吉
菅
御
西
菊
安
村
小
　コ　　　　　　　　じ
。i、
…Oia 奄R6
醐雛腎炎
9’1381鉤
　　
∵6…膵
9164…蜘
♀
飢
♂j20健
　　’
冨隔論叢
・5
P肺浸潤「・6・・
　　姻虫副46
　1　　　　　…
　　　　　　　、45
　1
2・1無酸症…45
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ
1虫症144
　1　　臓　炎　46
　　　　虫　症　46
4∵二指腸潰釧6
51 m鉤虫症｛45
　1　．康i45
均 値
建前に封ずる層加率％
入浴．前
　　　　F
浴後1時問
　　　　g
　　　1
0．ogo　1
　　’［
O．213　・i・
O．152
0．096
0．136
0．104
0．155　1，
O．17i
O．171　1
0．0テ8
　　　　　2
　　　　　　　E
O．11Jr　1　O．ltg）　I
　　　　　　　f
o．206　1　o　2tl　9．　i
O．202　1　o．200r
O．096　［　C）．19，　9
0．llLl　1　e．139
0．116　1　O．137
0．196　L　O．271
0．24，9．’　1　O．317
0．178　1　O．171
0．128　1　O．118
3
O．136 爵．159
十16．6％
O．280
0．205
0．184
0．204
0．189
0．194
0．185　’
e．144
0．2・　06
0．177
．o．ig4　1　o．ig6
一1－4’2．4％ 十4C．O．Oei
6
、
O．106
0．LIO
O．18：1
0忍8
0．124
（O．1，5・O
（十12．3％）
第11表　　40。～430G研究所泉　5分聞浴
姓
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
山
石
松
岡
米
山
村
外
櫓
．
川
性
小
0
孚
8
ε
○
π
O
T
8
ε
3
8
　　i
露里病 名
48i謄
　　
25．健
3引肺
61i鉤
2］．油回
　　
・8 P健
65　虫紐・
25　1健
12　i小
　1．
入浴温度
25‘ P健
C
　
　
　
　
5
　
　
　
　
　
　
5
　
5
．
　
5
，
5
0
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
．
　
　
，
　
　
・
0
　
0
　
1
　
9
幻
　
ワ
副
　
9
日
　
9
一
　
Ω
／
一
　
9
漏
　
9
」
4
．
4
4
4
4
4
4
4
4
4
炎
上
核
症
症
康
症
康
痺
康
　
　
　
　
　
　
　
　
麻
嚢
　
結
虫
虫
　
虫
　
　
　
　
　
　
　
　
見
均 値
　　　　　浴前に封ずる壌加率％
浴後　1日寺…問　0。184（十23．7％），　2　時聞　0．203
（十35．9％），3時間0．212（十42．0％）で増加を
示している・
入鮪浴後1рQ
O．120
0．126
0．154
0．142
’O．150
0．128
0．142
0．139
0．218
0．ユ74
　　　」
O．176
0．141
　　　　o’2ｻ
0．164　i
o・225．
O．164
0．ユ33
0．126
0．331
0．ユ64
e．lor　s
O．176
0．300
0．211
e．20r2
0．197
0．137
0．ユ08
0．327
．0．ユ64
9
」
O．149 O．184
十23．7％
0．167
0．187
0．251　、
0．225
0．175
0．203
　サ　ア
0．212
0．248
0．267
0．183
O．203　i　O．f，LIL．
十35．9％ 十42．0％
　以止の成績に於て浴後各時間に於ける李均
値につき・封鷹うるrp均値の差の槍定を行う
にα翻0・05にて浴後の増加は有意であると云
s 外　　園　　正　　純
克る・又別の1群にて研究所泉40。～45。C5
分間浴を行わした10例に就て，入浴直後乃至
30分迄に於ける攣化を襯察すると，第12表
の如く雫均値浴前0・118に甥し，浴直後乃至
30分にてはO・134となり13・5％の増加を示
し，尚其後1，3時聞の値に於ても夫々0・148
（十26・9％）・0・150（十27・9％）と次第に増加の
傾向を示している・浴直後乃至30分迄の値
hM”9　12　表　　　　3go～460C　研究所泉　　5分間？谷
　　（入浴直後乃至浴後30分迄に於ける攣化）
岸
画鯛病
2
3
4
5
6
7
8
9
0
　
　
　
　
　
　
　
　
］
新
村
外
中
牧
林
足
山
野
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
g　1　．i．s
61　71
3
3
3
0
T
δ
掌
♀
ε
5
5
1
6
2
4
1
7
2
2
2
5
5
5
6
2
蜘
健
鈎
鉤
膿
銅
肝
蜘
　　　　名入浴副飼藩雪後嘲
va’　｝．X　1　・｛6」O　1　O．116　i　e．150　1　O：’165
灘血k。後遺症　　｛需昭；1
虫
虫
獲
虫
臓　腫
虫
一－
ﾔ
，
－
症
一
症
．
－
康
－
一
症
－
症
炎
▽
症
瘍
副
，｛60C
・16
－16
’　・1　，r）
4　．．）
4，1
4／
封
｛11
31t）
O．116
0．1］．1
0．loe，
0．112
0．135
0．111
0．　1：），　？
り．ユ3ユ
C）．134
0．ユ00
O．126
C）．135
り．147
0．130
0．078
e．166
0．le4
O．1．35
0．Ir）Jr
e．193
0．I」rl
O．132
0．　，148
0　．　1，0r2
り
0
O．082
0．126
0．200
0ゴ45
0．1　一9．　6
0．193
0．1　74
0．182
0．1　or　g・
o．114
均 値
浴前に封ずる」曾減率％
と言前値とについて，封慮ある雫均値の沼隈
を行うに・・＝・・9…〉・…一・狙1＝1・一…｝
で，その差は有意である・
　　　　　IV・総括並に考接
　一般に三三により基礎代謝は充進し・呼吸
も提進され，呼吸商は上昇するという．（Go］一
witzer　Meier12），黒森13），：喜瀬14＞，等）而して放
射能泉入浴に際しては，温浴の影響に加うる
に含有せる温泉成分殊にラドンの影響が考慮
される・Gudzenti5）、はラドン泉入浴にては一
時的に旧基代謝が充進ずると云うが，ラドン
は同化を促進し，呼吸を抑制すると云う論者
〈［　SchillerL’〉，井」二3），　F】eisc｝〕nlann　u・」［」aszlo4｝、
に封して，ラドン泉の呈する放射線中，最も
重要なるα線はかえって同化を抑制し（SLok・
＿L璽8 O．134　」　O．148　i　O．150
＋13・5％［＋26・9％i＋27・9％
1as塑）又張ラドン溶液は酸化を促進する
（Japke6＞）と云う報告もあり，必ずしも一致
していない．
　古武j6）は沃度即値とは血清中に存し，沃度
酸により容易に配化される物質の上高であっ
て，アドレナリン及びその近接休，一定の尿
成分（尿酸，クリアチニン），一定の蛋白中間新
陳代謝物質（チロジン，i・リブ1・フアン）及び
グルタチオン並にビタミンC等よりなり，生
理的歌態にあっては，著しい動揺を示さず，之
に影響を與える因子は中問代謝物質の旧債状
態特に蛋白の中聞代謝物であり，即ち沃度酸
値は蛋白の不完全燃焼の程度を示すものであ
ると・述べている・
　高温浴に際しStvasseri7＞は窒素排泄が増加
すると述べ，Matthess18＞は体温の上る入浴で
放射能泉に關する研究（XXI） 曾
は窒素を含まぬ物質のみか蛋白の崩壊が起る
お云う・崎山19）は高盗環境に際し血清沃度酸
値の一ヒ昇を認め，伊崎9の及び谷口LI）等は高温
高漁環境に際して，沃度酸値が増加すること
を認めた・
　著者の動物實験によると放射能凡そ100～
200マツへの山田匪共同湯は同温の研究所水
道水温浴に較べて，浴後血清沃度野営を増加
せしめるが，放射能凡そ10～20マツへの研究
所泉浴に於ける浴後の増加は同温の水道水浴
に較べて有意の差を示さなかった・之により
9i田浴を行った場合の沃度酸値の浴後の増加
が研究所泉浴よりも著しい事實は，ラドン含
有量の差に基づくものではなかろうかと想像
される・即ち家兎に放射能盗泉浴を行わした
場合には，温熱によって蛋白質の分解が旺に
なり，相封的な酸化不全を肥し還元物質が蓄
積されると共に，ラドンの呼吸抑制が之を増
強せしめることによb，著しい沃度酸値上昇
を肥すのではないかと老えられる・
　人体實験に予ては山田匠共同湯に際し一定
した域績が得られなかったが，之は被験者が
≒朝温泉浴に慣れた研究所職員であったこと
も關係があるかも知れぬ・研究所泉浴に際し
ても健康者では浴後沃度酸値の上昇が不定で
あった・次に研究所泉入浴を行わしめた患者
に干ては，動物實験の場合と同様に浴後沃度
酸値が漸次檜川する傾向をたどり，3時雪後
に最高値を示し，6時間後には梢々恢復する
傾向が認められている・
　アドレナリンは沃度酸値を上昇せしめると
云はれているが’：）L，），著者の成績もアドレナリ
ン注射後著明な沃度酸値上昇を示し，3時聞
後に最：高となった．叉ビロカルピン注射もア
ドレナリン程著しくないが増加傾向を示し，
2時聞後に最高値を示したが，ア1・ロビン注
射にては逆に減少傾向をとり，2時間後に最
‘大減少を示した・以上の攣化は何れも注射6
時間後には恢復する頓向が認められた・
　三朝温：泉入浴に際し奥田23）はカルシウム，
カリウム代謝を目安とし，叉森永8）は血液カ
タラーゼ値を指標として，入湯初期に副交感
冷帯緊張期が來ることを認めてLaるが，アド
レナリン，ビロカルピン注射は共に沃度酸値：
を増加せしめるから，浴後に於ける沃度酸値
の上昇を何れの緊張充進によるものであるか
俄に断じ難い・併し入湯により之等植物神経
系の緊張が先づ充められ，ついで慣れが起き
る経過が観察された．即ち連績入浴を行った
家兎の沃度酸値の三隅をみるに入浴開始第1
日にては，浴後1時聞にては減少，後2，3時
聞にては増加を堕す反慮型式が認められたの
に，第8日にては，浴後1時聞の減少はみら
れずに，浴後直に増加傾向が強く現われ，第
16～23日に：なると，浴後増：加は≡欠第に緩にな
り，温泉浴に封し生体が攣調を満し・途に償
れが起ることを想像せしめた・1例にては山
田浴を反復してゆく内に，第18日に至っては
寧ろ淡水浴の反癒型式と同じ浴後減少の型を
探る様になった・封照である淡水連日浴に撃
ても，浴後に沃度酸値が減少する型が，日数
を経るに從って，反慮程度が憎くなることが
認められた・
　　　　　　v．結　　論
　著者は食盛並に重：炭酸檀含有放射能泉であ
る三朝温泉入浴の1看1清沃度酸値に及ぼす影響
に就て槍回して次の結論を得た・
　1）40。～43。C5分問三朝温泉入浴後，家兎
の1h1清沃度酸値は一般に増加する躯，同温同
ユ0 外園正純：放射能泉に關する研究（XXI）
蒔聞の研究所水道水入浴によっては，増加が
認められない・
　2）40。’》43。C山田匠共同湯5分聞1回浴
が健康人の血清沃度酸値に及ぼす影響は一定
しない・
　3）　34。～46。G研究所泉5分闇1回浴は一
般に患者の血清沃度酸値を増加せしめる・
　4）39。～40。C山田匝共同湯に毎日1回5
分間連日入浴を行わしめた家兎に於ては，入
湯初期に浴後の．血清沃度即値の上昇傾向が増
強され次で上昇度が減じ，場合により浴後逆
に沃度酸値が減少する型式をとるに至ること
を認めた・
　即ち1血清沃度酸値を目安にして観察する
も，放射能泉入浴が生体に攣調を來さしめる
ことを窺うことが出來た・
　欄謝するに當り終始御懇篤なる御指導と御校濁
とを賜わった恩師大島教授に衷心より感謝の意を
表する．又本研究は文部省科學研究費の補助を受
けたことを附記する．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　要　文　献
　　】）　大島良雄：岡山大學放射能泉M究所報告，第1號，昭和24年．　　2）　Schiller：Lehrbuch
des鉱der　mld　K：iimaheilkunde，　H．　Vogt，：Berlin　1949，　S．579ヨリ引用。　3）井上数雄：日本放
射線學會誌，第6雀，第1號，53頁，． ｺ和13年．　4）W．Fleischinann　u．　D．　Laszlo：K：lin．　Wsch。，
16　（19C’j　7），　g．　124S．　5）　T．　Stoklasa　：　Biologie　aes　Radium　unct　Uraniums，　Berlin，　PaiA　Parey
1932；Lehrbuch　des　Bttder　un〔1　Klimaheilkunde，　H。　Vogt，　Ber］in　19・10，　S，586ヨリ引用．　　6）
．Janke　u．　1・litarbeiter　：　Lehrbueh　cles　Biider　und　Klimaheill〈unde，　H．　Vogt，　Berlin　1940，　S．　579
ヨリ引用．　7）W．H：olzer　：Physik朗sche　Medizin　in　Diagllostik　lL　Therapie，　Wilhehn　Mand，
rich，　Wien　lq．　40，　S．427．　8）森永　寛：岡山大學放射能泉研究所報告，第2號，昭和24年．　9）
酉垣明治：大阪留學會雑誌，第30巻，807頁，昭和6年．　　10）　大島良雄：　岡山大璽放射能泉硯究翫
報告，第2號，昭和24年．　　11）　増山元三郎：少数例の纏め方と實験計劃の立て方（改定版、，河出書
冴，36，47頁，昭和24年．　12）K：．Golkwitzer　Meier：BalneQ】oge，　H．2，ユ937，　S．58．　13）黒森
政之，LLi織健雄，赤M治郎：　日本温泉氣候學會雑誌，第1巻，2號，15頁，昭和10年・　　14）喜瀬義章，
越智　匡：日賦馨戸吹雑誌，第11巻，第11．號，昭和6年．　．15）　F．Guclzeiit：Die・Radiumtherapie，
Dresden　u．：Leipzig，　Theodor　Steinkopff，1929．　　16）　古武彌四郎：兵庫川路，第3巻，第3號，】7夏
頁，昭和】2年．　17）A．Strasser：Handbuch　der　Klin．　Hydro．　Balneo・u．　K：1in〕atobgie，　Urban
u．　Sehryarzenbeig，　Berlinu．　XVien　1920．　18）　A’la・tthes　：　Dietrich　u．　Kaminer　Hbcl．　d．　Balneo一
三〇gie，　Bd．　II，　Georg　Thieme，　Leipz｛g　1929．　19）崎山敏夫：大阪馨學會難誌，第36谷，117頁，昭
和］．2年．　2∩）　伊埼線郎：　海軍々馨厨維誌，第34雀…，第1號，25～28頁，昭和20年1月，　21）谷口
　　：大阪讐學會雑誌，第31蕃，2651頁，昭和7年．　　22）　太田家孝，顧山健二：京祁府立讐科大學
蘂佐誌，　第33巻，第1易彪．　217頁，　昭不0　16年．　　　23）　　奥田i告三　：　　讐學研究，　第　工5巷㍉第12號，2886〕二R一，　罠昌
和16年．
